
編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望
の

方
は
、
議
会
開
催
日
に
本

庁
舎
２
階
の
議
会
事
務
局

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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「
市
民
と
議
会
の
語
る
会
」で
は
、
救
急
・

周
産
期
医
療
に
関
す
る
切
実
な
ご
意
見
を

数
多
く
う
か
が
い
ま
し
た
。地
域
医
療
対

策
特
別
委
員
会
で
は
、い
た
だ
い
た
声
を

政
策
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
や
医
療
従

事
者
と
の
意
見
交
換
を
重
ね
「（
仮
称
）

江
津
の
地
域
医
療
を
守
る
市
民
の
会
」の
設

立
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

地
域
医
療
は
、
ま
ち
の
命
綱
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
意
識
す
れ
ば
、
未
来
は

必
ず
ひ
ら
け
ま
す
。 

ぜ
ひ
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。   

                                  （
山
根  

兼
三
郎
）

市
議
会

だ
よ
り
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こ
ち
ら
か
ら

ごうつ
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全国市議会議長会
●議員普通表彰
　（正副議長４年以上） 藤   間   義   明
　（議員10年以上） 鍛   治   恵巳子

中国市議会議長会
●議員普通表彰
　（正副議長３年以上） 藤   間   義   明

済生会 木村 清志支部長と

江津清和養護学校ではボッチャ競技に全校で取り組んでいます！
（６月校内ボッチャ大会の様子）

※開始時間は予定です。
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　令和７年６月定例議会が６月９日から24日までの
16日間の日程で開催されました。
　最終日の24日に藤間義明議長から辞表が提出
され、議長選挙が行われました。選挙の結果、
新議長に石橋孝義議員が選出されました。
　また、それに伴い、関係する各委員会の構成にも
変更があり、下記のとおりとなりました。記載されて
いない委員会につきましては、変更はありません。

新議長決まる 次期選挙から議員定数14人へ
　議会最終日（６月２４日）に９人の議員から議員定数を改正する条例が議員提案として提出され、
採決の結果、賛成多数で可決されました。

提 案 理 由
　議会活性化特別委員会が開催した定数についての公聴会で、６人の公述人のうち「削減」が４人
「現状維持」が２人となっており、市民の声を大切にしなければならないこと、平成22年に24人から16人
へ削減してから15年が経過し、人口が3000人減少していること、平成20年に定数削減を決めた委員長
報告で「1500人に1人が適当」との報告があったことから、次回選挙より定数を現在の16人から２人減
の14人とするもの。

河野  正行　  石橋  孝義　  森脇  悦朗　  坂手  洋介　  下谷  忠広
寺前  克宏　  坂田  優美　  渡辺  信明　  森元  健二

提出議員

本会議 における 賛成・反対意見

議案は、市議会の定数を16人から14人へ減らすもの。定数削
減は言い換えれば「民意の削減」にほかならないが、それで何
を得るのか質疑をしても、具体的な答弁はなかった。それなの
に多数決で決めようというのは、あまりに乱暴なやり方。2008
年に続いての強行は許されない。市民からは「議会・議員に
がんばってほしい」との声もある。住民の多様な民意を反映
するため反対。

反対 森川 佳英

賛成

可決

社会情勢の変化などを鑑みて、議会活性化特別委員会が設置され、議員定数について検討した結果、委員会においては統一した
見解を結論付けることができず、増加・現状維持・削減の３つの意見を付して議長へ報告となった。委員会では、市民アンケートなど
市民から直接意見を求める手法は取らず、市民を代表して公述人から意見を聞き、その意見は市民を代表するものとして尊重する
べきと考える。本議案が議決された暁には、早急に議員報酬について議論されることを願い賛成。

寺前 克宏

　この度、議長に就任いたしました石橋孝義です。
　本市は人口減少、少子高齢化の中、多種多様な諸課題に直面しています。
執行部と議会が市民の皆さまのため、車の両輪のごとく、さまざまな案件に
ついて議論を尽くし、市政発展のため、風通しの良い議会運営となるよう
努力してまいります。
　皆さまのご支援よろしくお願いいたします。

議長  石橋  孝義

議長就任あいさつ

◎委員長　○副委員長

常

　任

委
員
会

特
別
委
員
会

議会運営委員会

予算決算委員会

投票総数 16票　
　  ・石橋　孝義　 ７票
　  ・森川　佳英　 ２票
　  ・植田　好雄　 ２票
　  ・無効　 ５票　

議長選挙　投票結果

江の川流域治水対策特別委員会

議会活性化特別委員会

広報広聴特別委員会

◎坂手　洋介　  〇森元　健二
　議長および監査委員を除く12人

◎渡辺　信明　  〇坂田　優美
　議長を除く13人

◎坂手　洋介　  〇下谷　忠広
　議長を除く13人

◎森元　健二　  〇森川　佳英
　河野　正行　　 森脇　悦朗
　藤間　義明　　 植田　好雄
　下谷　忠広　　 寺前　克宏

◎藤間　義明　  〇坂手　洋介
　森脇　悦朗　　 多田　伸治
　植田　圭介　　 鍛治恵巳子

平成22年から人口3000人減少が削減の
根拠だが、実際には4500人以上減少して
いる。根拠が間違っているのでは。

問

誤認かもしれない。答

定数削減は新たな立候補者への門戸を
狭め、住民の多様性を反映しにくくするのに、
なんら善後策がない。議会活性化の対策
への認識は。

問

令和８年３月までに議論していくことが、活性化
につながる。

答

質

　疑

市民の多様な声を反映し、議会活性化とチェック機能を維持
するには現行定数は妥当。人口比で削減する法的根拠はな
く、地域バランスや立候補の機会確保の観点からも定数維持
が市民利益に資する。議会活性化特別委員会の結論を尊重
しない、削減を目的化したパフォーマンスであり、議会制民主
主義に反するもので反対。

反対 植田 好雄

議会の定数を削減する提案だが「市民の声を大切に」と言いな
がら、意図的に選んだわずか4人の意見のみを容れて、対立す
る意見は無視している。「人口1500人に議員1人」との理由は、
もととなる数字が間違っている上に、統計学的な根拠も示され
ていない。過去の議論を都合よくつまみ食いし、地方自治で重
要な多様性や『福祉の増進』を気にも留めないなど不誠実な提
案で「定数削減というわかりやすい変化で『議会改革を行った』
との評価を得ようという動き」でしかないため反対。

反対 多田 伸治 反対

議員定数を削減することそのものに反対ではないが、今回の
提案理由は看過できないほど不明瞭な点が多く、説明責任が
果たされていない。人口減少で3000人減少と説明しているが、
事実は4500人以上減少。定数削減の根拠とされた「1500人
に１人が適当」は計算すると14人ではなく13人になる。削減を
希望する公述人が実際に述べた議員定数案12人または13人
とも乖離しており、いずれの説明からも14人という議員定数に
ならない。プロセスと根拠が不明瞭で、議会に対する市民の
信頼を決定的に損ねるため反対。

植田 圭介
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　令和７年６月定例議会が６月９日から24日までの
16日間の日程で開催されました。
　最終日の24日に藤間義明議長から辞表が提出
され、議長選挙が行われました。選挙の結果、
新議長に石橋孝義議員が選出されました。
　また、それに伴い、関係する各委員会の構成にも
変更があり、下記のとおりとなりました。記載されて
いない委員会につきましては、変更はありません。

新議長決まる 次期選挙から議員定数14人へ
　議会最終日（６月２４日）に９人の議員から議員定数を改正する条例が議員提案として提出され、
採決の結果、賛成多数で可決されました。

提 案 理 由
　議会活性化特別委員会が開催した定数についての公聴会で、６人の公述人のうち「削減」が４人
「現状維持」が２人となっており、市民の声を大切にしなければならないこと、平成22年に24人から16人
へ削減してから15年が経過し、人口が3000人減少していること、平成20年に定数削減を決めた委員長
報告で「1500人に1人が適当」との報告があったことから、次回選挙より定数を現在の16人から２人減
の14人とするもの。

河野  正行　  石橋  孝義　  森脇  悦朗　  坂手  洋介　  下谷  忠広
寺前  克宏　  坂田  優美　  渡辺  信明　  森元  健二

提出議員

本会議 における 賛成・反対意見

議案は、市議会の定数を16人から14人へ減らすもの。定数削
減は言い換えれば「民意の削減」にほかならないが、それで何
を得るのか質疑をしても、具体的な答弁はなかった。それなの
に多数決で決めようというのは、あまりに乱暴なやり方。2008
年に続いての強行は許されない。市民からは「議会・議員に
がんばってほしい」との声もある。住民の多様な民意を反映
するため反対。

反対 森川 佳英

賛成

可決

社会情勢の変化などを鑑みて、議会活性化特別委員会が設置され、議員定数について検討した結果、委員会においては統一した
見解を結論付けることができず、増加・現状維持・削減の３つの意見を付して議長へ報告となった。委員会では、市民アンケートなど
市民から直接意見を求める手法は取らず、市民を代表して公述人から意見を聞き、その意見は市民を代表するものとして尊重する
べきと考える。本議案が議決された暁には、早急に議員報酬について議論されることを願い賛成。

寺前 克宏

　この度、議長に就任いたしました石橋孝義です。
　本市は人口減少、少子高齢化の中、多種多様な諸課題に直面しています。
執行部と議会が市民の皆さまのため、車の両輪のごとく、さまざまな案件に
ついて議論を尽くし、市政発展のため、風通しの良い議会運営となるよう
努力してまいります。
　皆さまのご支援よろしくお願いいたします。

議長  石橋  孝義

議長就任あいさつ

◎委員長　○副委員長

常

　任

委
員
会

特
別
委
員
会

議会運営委員会

予算決算委員会

投票総数 16票　
　  ・石橋　孝義　 ７票
　  ・森川　佳英　 ２票
　  ・植田　好雄　 ２票
　  ・無効　 ５票　

議長選挙　投票結果

江の川流域治水対策特別委員会

議会活性化特別委員会

広報広聴特別委員会

◎坂手　洋介　  〇森元　健二
　議長および監査委員を除く12人

◎渡辺　信明　  〇坂田　優美
　議長を除く13人

◎坂手　洋介　  〇下谷　忠広
　議長を除く13人

◎森元　健二　  〇森川　佳英
　河野　正行　　 森脇　悦朗
　藤間　義明　　 植田　好雄
　下谷　忠広　　 寺前　克宏

◎藤間　義明　  〇坂手　洋介
　森脇　悦朗　　 多田　伸治
　植田　圭介　　 鍛治恵巳子

平成22年から人口3000人減少が削減の
根拠だが、実際には4500人以上減少して
いる。根拠が間違っているのでは。

問

誤認かもしれない。答

定数削減は新たな立候補者への門戸を
狭め、住民の多様性を反映しにくくするのに、
なんら善後策がない。議会活性化の対策
への認識は。

問

令和８年３月までに議論していくことが、活性化
につながる。

答

質

　疑

市民の多様な声を反映し、議会活性化とチェック機能を維持
するには現行定数は妥当。人口比で削減する法的根拠はな
く、地域バランスや立候補の機会確保の観点からも定数維持
が市民利益に資する。議会活性化特別委員会の結論を尊重
しない、削減を目的化したパフォーマンスであり、議会制民主
主義に反するもので反対。

反対 植田 好雄

議会の定数を削減する提案だが「市民の声を大切に」と言いな
がら、意図的に選んだわずか4人の意見のみを容れて、対立す
る意見は無視している。「人口1500人に議員1人」との理由は、
もととなる数字が間違っている上に、統計学的な根拠も示され
ていない。過去の議論を都合よくつまみ食いし、地方自治で重
要な多様性や『福祉の増進』を気にも留めないなど不誠実な提
案で「定数削減というわかりやすい変化で『議会改革を行った』
との評価を得ようという動き」でしかないため反対。

反対 多田 伸治 反対

議員定数を削減することそのものに反対ではないが、今回の
提案理由は看過できないほど不明瞭な点が多く、説明責任が
果たされていない。人口減少で3000人減少と説明しているが、
事実は4500人以上減少。定数削減の根拠とされた「1500人
に１人が適当」は計算すると14人ではなく13人になる。削減を
希望する公述人が実際に述べた議員定数案12人または13人
とも乖離しており、いずれの説明からも14人という議員定数に
ならない。プロセスと根拠が不明瞭で、議会に対する市民の
信頼を決定的に損ねるため反対。

植田 圭介
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予算額 8370万円（補正後総額188億3470万円）
不燃物処理場

島の星クリーンセンター粗大ごみ処理施設
火災復旧修繕費 7370万円

都市下水路管理
大規模下水道管路特別重点調査等事業
業務委託料 1000万円

普通財産管理
市有施設アスベスト
調査業務委託 3129万円

仮称西部統合小学校建設
津宮放課後児童クラブ
解体工事請負費 7681万円

放課後児童クラブ
津宮放課後児童クラブ
仮移転費 1968万円

生活交通バス
令和６年度に試験運行したAI乗合交通の
本格運行 3269万円工事予定の菰沢公園園路

都市公園管理
菰沢公園園路整備工事

712万円
地域公共交通推進

新たなモビリティサービス
実証事業業務委託料 523万円

実証事業について具体的な取り組みは。問
公共交通が走っていない時間帯について、市内
の実態を調査。

答

委員質疑

ライスセンター利用助成
ライスセンター利用料補助 352万円

どのくらいの利用者を想定しているのか。問
150人を想定している。答

委員質疑

地域再生計画推進
シティプロモーション
業務委託料 300万円

波子のイベントについて場所や内容は。問
実行委員会を立ち上げ、海水浴場駐車場で
1000人規模のイベントを企画している。

答

委員質疑

予算額 ２億6519万円（補正後総額187億5457万円）

令和6年度  一般会計補正予算（第10号）
３月31日　専決処分

特別交付税などの交付額決定などに伴う補正。

５月７日　専決処分

令和7年度  一般会計補正予算（第１号）
島の星クリーンセンター内の火事により損傷した施設の復旧
および下水道管路の全国特別重点調査のための必要経費を計上。

承認承認

承認承認

予算額 ２億5771万円（補正後総額190億9241万円）

令和７年度  一般会計補正予算（第２号）
仮称西部統合小学校建設事業に関連する事業や生活交通
バス事業、市有施設アスベスト調査業務委託など経費の計上。

令和7年第２回定例会

調査の完了予定は。問
年度内完了を目標としている。答

委員質疑

津宮放課後児童クラブ仮移転先（元JAしまね 江津西ふれあい店）

波積ダム対策特別委員会終了
　長年に渡る都治川氾濫による被害対策として、波積
ダムが建設されました。令和６年に湛水試験を経て運用
開始されましたが、測量開始まで遡ると実に長い年月を
費やしたことになります。この間大きな事故もなく工事が
完了したことは、国・県・市当局・地権者など、関係者の
皆さまの努力の賜物です。

　平成５年12月に発足した波積ダム対策特別委員会
ですが、令和７年３月１日に波積ダム竣工式が盛大に
挙行されたことを区切りとし、役目を終えました。
　長きに渡りたくさんのご協力をいただきましたこと、
感謝申し上げます。ありがとうございました。

モビリティサービスとは
ヒトやモノの移動を最適化する多様なサービスの総称
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予算額 8370万円（補正後総額188億3470万円）
不燃物処理場

島の星クリーンセンター粗大ごみ処理施設
火災復旧修繕費 7370万円

都市下水路管理
大規模下水道管路特別重点調査等事業
業務委託料 1000万円

普通財産管理
市有施設アスベスト
調査業務委託 3129万円

仮称西部統合小学校建設
津宮放課後児童クラブ
解体工事請負費 7681万円

放課後児童クラブ
津宮放課後児童クラブ
仮移転費 1968万円

生活交通バス
令和６年度に試験運行したAI乗合交通の
本格運行 3269万円工事予定の菰沢公園園路

都市公園管理
菰沢公園園路整備工事

712万円
地域公共交通推進

新たなモビリティサービス
実証事業業務委託料 523万円

実証事業について具体的な取り組みは。問
公共交通が走っていない時間帯について、市内
の実態を調査。

答

委員質疑

ライスセンター利用助成
ライスセンター利用料補助 352万円

どのくらいの利用者を想定しているのか。問
150人を想定している。答

委員質疑

地域再生計画推進
シティプロモーション
業務委託料 300万円

波子のイベントについて場所や内容は。問
実行委員会を立ち上げ、海水浴場駐車場で
1000人規模のイベントを企画している。

答

委員質疑

予算額 ２億6519万円（補正後総額187億5457万円）

令和6年度  一般会計補正予算（第10号）
３月31日　専決処分

特別交付税などの交付額決定などに伴う補正。

５月７日　専決処分

令和7年度  一般会計補正予算（第１号）
島の星クリーンセンター内の火事により損傷した施設の復旧
および下水道管路の全国特別重点調査のための必要経費を計上。

承認承認

承認承認

予算額 ２億5771万円（補正後総額190億9241万円）

令和７年度  一般会計補正予算（第２号）
仮称西部統合小学校建設事業に関連する事業や生活交通
バス事業、市有施設アスベスト調査業務委託など経費の計上。

令和7年第２回定例会

調査の完了予定は。問
年度内完了を目標としている。答

委員質疑

津宮放課後児童クラブ仮移転先（元JAしまね 江津西ふれあい店）

波積ダム対策特別委員会終了
　長年に渡る都治川氾濫による被害対策として、波積
ダムが建設されました。令和６年に湛水試験を経て運用
開始されましたが、測量開始まで遡ると実に長い年月を
費やしたことになります。この間大きな事故もなく工事が
完了したことは、国・県・市当局・地権者など、関係者の
皆さまの努力の賜物です。

　平成５年12月に発足した波積ダム対策特別委員会
ですが、令和７年３月１日に波積ダム竣工式が盛大に
挙行されたことを区切りとし、役目を終えました。
　長きに渡りたくさんのご協力をいただきましたこと、
感謝申し上げます。ありがとうございました。

モビリティサービスとは
ヒトやモノの移動を最適化する多様なサービスの総称
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選択的夫婦別姓制度導入の国会審議を進
めるよう政府への意見書提出を求めるもの

市民からの相談はあるか。問
婚姻届けの際に年１・２回程度、問い合わせ
がある。

答
委
員
質
疑

●選択的夫婦別姓制度導入の国会審議を求める意見書の
　提出（陳情）

本市の最上位計画である第６次総合振興
計画について、前期５年間の実績や社会情勢
などを考慮し、施策などの見直し・項目追加
などを行った後期基本計画を定めるもの
（計画期間：令和７年度から11年度までの５年間）

少子化対策についての具体的な取り組みが
どこにあるのか。基本構想と基本計画がか
み合っていないのでは。

問

基本計画は、各分野別の目標や方針を定め
ている。人口減少対策については、これらを
統合して取り組むものとして、重点プロジェク
トに盛り込んでいる。

答
委
員
質
疑

●第６次総合振興計画後期基本計画を定めること

総務民生委員会

令和５年10月に導入された消費税のイン
ボイス制度について、救済措置を延長する
よう政府および国会への意見書提出を求める
もの

インボイスについて相談状況や廃業など影響は。問
インボイス相談は１件。令和６年度公表の
廃業の理由では７割が高齢や体調不良によ
るもの。

答
委
員
質
疑

●政府及び国会に対し、適格請求書等保存方式（インボイス
制度）に係る「激変緩和措置」および「経過措置」の延長等
を求める意見書送付を求める（陳情）

AI乗合交通の運行事業の目的・用語の定義・
運行区域・料金などを定める条例を新たに
制定するもの

アンケート結果から、実証実験時の料金より値
上げしても大丈夫との意図がくみ取れるのか。

問
基本的には、他の生活バスや公共交通機関
との均衡を考慮して料金設定している。

答

委
員
質
疑

●AI乗合交通に関する条例の制定

建設経済委員会

本会議 における 賛成・反対意見

本陳情は、インボイス制度における「激変緩和措置」および「経過
措置」延長などの見直しを求める意見書を政府などへ送付を求
めるものだが、同制度導入の目的は「複数税率に対応するため」
「消費税額を正確に把握するため」「消費税に関する不正やミス
を防ぐため」のもので必要な制度であり、制度導入に際して生じる経理
事務負担などの緩和のために「経過措置」などがすでに設けられて
おり、期間延長は、その目的達成を困難にするものであるため反対。

反対 渡辺 信明
消費税のインボイス制度によって、中小企業・個人事業主の免税
がなくなり、過大な事務負担が強いられており、救済措置が
2026年９月で終了すれば、経営が厳しくなる。本市議会ではこ
れまでインボイス制度の中止や延期を求める陳情を不採択にし
てきたが、せめて救済措置の延長については、市民からの助けを
求める声に応じて、国へ意見書を提出すべきであり賛成。

賛成 多田 伸治

条例案は、家庭的保育事業者や特定地域型保育事業者が確保し
なければならない連携支援協力者について、規制を緩和して確保
しなくても事業が行えるようにするもの。現状で市内の事業者に問
題はないが、将来にわたって保育の質や安全性を維持するために
は、規制を緩和すべきではない。子どもたちが安全に保育を受けら
れ、保護者が安心して預けられる保育を守るため反対。

反対 多田 伸治
改正の内容は、内閣府令の施行に伴うもの。保育内容支援およ
び代替保育に係る連携教育に関する見直し。連携施設経過措置
は今まで10年だったものを15年に延長するもの。執行部より提出
された改正前と改正後の新旧対照表を見比べると、文言の書き
換えや文章の削除、項目の追加、それらによる条ずれの修正など、
いずれも改正に伴う必要な作業であると判断できるため賛成。

賛成 坂田 優美

可決

条例案は、ライスセンターの利用料金を25％も値上げするもの。
農家にとって料金値上げは経営を圧迫するもので、特に家族経
営の農家には大きな負担となるため「料金値上げは受け入れが
たい」との声もある。農家との十分な話し合いが必要で、再生産
が可能となる支援こそ求められているため反対。

反対 森川 佳英
本条例は利用料金の改正を行うもの。水分率の実態による細やか
な対応や籾重量での計算方法への変更、人件費・物価上昇を反映
した料金へ見直すものである。利用料金設定は運営にかかる費用
を利用料金で賄うことを基本とし、県内の相場感や、運営コストに即
して設定している。旧料金と比較して約25％増になると試算されて
いるが、急激な負担増を抑えながら、新料金へ移行する激変緩和
措置としての支援制度もあわせて提案されている。本市の乾燥調整
施設を持続的・安定的に管理・運営するために必要であり賛成。

賛成 坂手 洋介
可決

選択的夫婦別姓制度導入の国会審議を求める
意見書提出

陳情第２号

子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正する
内閣府令の施行に伴う関係条例の制定

議案第42号

乾燥調製施設の設置及び管理に関する条例（一部改正）議案第43号

政府及び国会に対し、インボイス制度に係る「激変
緩和措置」および「経過措置」延長等を求める意見書送
付を求める

陳情第３号

28年ぶりに国会での審議になったが、閉会により秋の臨時国会
での継続審議になることが決まっているため反対。

夫婦同姓を義務づける制度は世界で唯一日本のみで、女性に不利益をもたらし、ジェンダー平等の妨げになっている。選択的夫婦
別姓は、姓の選択を可能にし、誰もが自らの意思で決定できる制度であり、多様性と個人の尊厳を尊重する社会の実現に必要
であり賛成。今の当たり前は、未来の当たり前ではない。

反対 河野 正行
陳情は、選択的夫婦別姓制度の国会審議を進める意見書を
国へ提出することを求めるもの。国会での法案審議は始まった
が、次期国会へ継続審議となった。日本のみ結婚後の夫婦同
姓が法で強制されており、96％の割合で女性が改姓を強いら
れ、間接的な女性差別と指摘されている。強制ではなく、選択を
可能にする法整備を後押しするため賛成。

賛成 森川 佳英

賛成 植田 好雄

不採択

不採択
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選択的夫婦別姓制度導入の国会審議を進
めるよう政府への意見書提出を求めるもの

市民からの相談はあるか。問
婚姻届けの際に年１・２回程度、問い合わせ
がある。

答
委
員
質
疑

●選択的夫婦別姓制度導入の国会審議を求める意見書の
　提出（陳情）

本市の最上位計画である第６次総合振興
計画について、前期５年間の実績や社会情勢
などを考慮し、施策などの見直し・項目追加
などを行った後期基本計画を定めるもの
（計画期間：令和７年度から11年度までの５年間）

少子化対策についての具体的な取り組みが
どこにあるのか。基本構想と基本計画がか
み合っていないのでは。

問

基本計画は、各分野別の目標や方針を定め
ている。人口減少対策については、これらを
統合して取り組むものとして、重点プロジェク
トに盛り込んでいる。

答
委
員
質
疑

●第６次総合振興計画後期基本計画を定めること

総務民生委員会

令和５年10月に導入された消費税のイン
ボイス制度について、救済措置を延長する
よう政府および国会への意見書提出を求める
もの

インボイスについて相談状況や廃業など影響は。問
インボイス相談は１件。令和６年度公表の
廃業の理由では７割が高齢や体調不良によ
るもの。

答
委
員
質
疑

●政府及び国会に対し、適格請求書等保存方式（インボイス
制度）に係る「激変緩和措置」および「経過措置」の延長等
を求める意見書送付を求める（陳情）

AI乗合交通の運行事業の目的・用語の定義・
運行区域・料金などを定める条例を新たに
制定するもの

アンケート結果から、実証実験時の料金より値
上げしても大丈夫との意図がくみ取れるのか。

問
基本的には、他の生活バスや公共交通機関
との均衡を考慮して料金設定している。

答

委
員
質
疑

●AI乗合交通に関する条例の制定

建設経済委員会

本会議 における 賛成・反対意見

本陳情は、インボイス制度における「激変緩和措置」および「経過
措置」延長などの見直しを求める意見書を政府などへ送付を求
めるものだが、同制度導入の目的は「複数税率に対応するため」
「消費税額を正確に把握するため」「消費税に関する不正やミス
を防ぐため」のもので必要な制度であり、制度導入に際して生じる経理
事務負担などの緩和のために「経過措置」などがすでに設けられて
おり、期間延長は、その目的達成を困難にするものであるため反対。

反対 渡辺 信明
消費税のインボイス制度によって、中小企業・個人事業主の免税
がなくなり、過大な事務負担が強いられており、救済措置が
2026年９月で終了すれば、経営が厳しくなる。本市議会ではこ
れまでインボイス制度の中止や延期を求める陳情を不採択にし
てきたが、せめて救済措置の延長については、市民からの助けを
求める声に応じて、国へ意見書を提出すべきであり賛成。

賛成 多田 伸治

条例案は、家庭的保育事業者や特定地域型保育事業者が確保し
なければならない連携支援協力者について、規制を緩和して確保
しなくても事業が行えるようにするもの。現状で市内の事業者に問
題はないが、将来にわたって保育の質や安全性を維持するために
は、規制を緩和すべきではない。子どもたちが安全に保育を受けら
れ、保護者が安心して預けられる保育を守るため反対。

反対 多田 伸治
改正の内容は、内閣府令の施行に伴うもの。保育内容支援およ
び代替保育に係る連携教育に関する見直し。連携施設経過措置
は今まで10年だったものを15年に延長するもの。執行部より提出
された改正前と改正後の新旧対照表を見比べると、文言の書き
換えや文章の削除、項目の追加、それらによる条ずれの修正など、
いずれも改正に伴う必要な作業であると判断できるため賛成。

賛成 坂田 優美

可決

条例案は、ライスセンターの利用料金を25％も値上げするもの。
農家にとって料金値上げは経営を圧迫するもので、特に家族経
営の農家には大きな負担となるため「料金値上げは受け入れが
たい」との声もある。農家との十分な話し合いが必要で、再生産
が可能となる支援こそ求められているため反対。

反対 森川 佳英
本条例は利用料金の改正を行うもの。水分率の実態による細やか
な対応や籾重量での計算方法への変更、人件費・物価上昇を反映
した料金へ見直すものである。利用料金設定は運営にかかる費用
を利用料金で賄うことを基本とし、県内の相場感や、運営コストに即
して設定している。旧料金と比較して約25％増になると試算されて
いるが、急激な負担増を抑えながら、新料金へ移行する激変緩和
措置としての支援制度もあわせて提案されている。本市の乾燥調整
施設を持続的・安定的に管理・運営するために必要であり賛成。

賛成 坂手 洋介
可決

選択的夫婦別姓制度導入の国会審議を求める
意見書提出

陳情第２号

子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正する
内閣府令の施行に伴う関係条例の制定

議案第42号

乾燥調製施設の設置及び管理に関する条例（一部改正）議案第43号

政府及び国会に対し、インボイス制度に係る「激変
緩和措置」および「経過措置」延長等を求める意見書送
付を求める

陳情第３号

28年ぶりに国会での審議になったが、閉会により秋の臨時国会
での継続審議になることが決まっているため反対。

夫婦同姓を義務づける制度は世界で唯一日本のみで、女性に不利益をもたらし、ジェンダー平等の妨げになっている。選択的夫婦
別姓は、姓の選択を可能にし、誰もが自らの意思で決定できる制度であり、多様性と個人の尊厳を尊重する社会の実現に必要
であり賛成。今の当たり前は、未来の当たり前ではない。

反対 河野 正行
陳情は、選択的夫婦別姓制度の国会審議を進める意見書を
国へ提出することを求めるもの。国会での法案審議は始まった
が、次期国会へ継続審議となった。日本のみ結婚後の夫婦同
姓が法で強制されており、96％の割合で女性が改姓を強いら
れ、間接的な女性差別と指摘されている。強制ではなく、選択を
可能にする法整備を後押しするため賛成。

賛成 森川 佳英

賛成 植田 好雄

不採択

不採択
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本会議 における 賛成・反対意見

第６次総合振興計画後期基本計画議案第46号

本市の今後5年間での最上位計画で、市民が豊かになり
「住んで良かった」と実感できる計画となることが求められる。
しかし、雇用での処遇改善などが明確にならず、定住への取
り組みが具体的でなく、子育てでの経済的負担軽減も十分で
なく、地域づくりでも住民の不安に寄り添う内容となっていない。
現状と課題を挙げながら、具体的な取り組みが欠如している
計画であるため反対。

反対 森川 佳英
前期５年の基本計画の振り返りを行い、実施した施策および
課題・方向性などを取りまとめ、それらに基づき必要に応じて
内容の更新や修正などが行われている。また、各基本目標を
横断する４つの方針を新規に追加し、これからの本市に必要
となってくることがまとめられている。変化の多い時代、将来の
予測が困難な時代において、本市が持続可能なまちとして維持
発展していくために必要な計画であると考え賛成。

賛成 森元 健二

可決

令和７年度一般会計補正予算（第２号）議案第49号

市有施設でのアスベスト調査は、20年前の行政ミスが原因
の事業なのに危機感がない。地域再生計画推進事業での
波子駅周辺の取り組みを「地域振興とは関係ない」と言い
切り、行政の姿勢としてありえない。生活交通バス事業もライ
スセンター利用助成事業も、利用料金値上げありきの取り
組みであり反対。

反対 多田 伸治
補正予算は、仮称西部統合小学校建設事業に関連する事業
などが主になっている。予算の内訳は、津宮放課後児童クラブ
解体工事、それに伴う仮移転するための費用、令和６年度に
実証実験した市内東部地区のＡＩ乗合交通の本格運行事業
などを計上。児童教育向上や市民生活に必要な移動手段の
確保のための補正予算であり賛成。

賛成 下谷 忠広

可決

AI乗合交通に関する条例制定議案第44号

条例案は、市内東部でのAIデマンド交通の本格運行のための
もの。共産党市議団は前回市議選で「市内全域での乗合タク
シーの導入」を公約としており、この運行は不十分だが必要な
施策と認める。ただ、料金を実証実験の2倍に値上げし、定期
券はデジタルのみと、市民への『福祉の増進』に逆行している。
市民に喜ばれる施策なのに、台無しにする設定が盛り込まれて
いるため反対。

反対 多田 伸治
地域住民の交通手段確保・公共交通の利用促進を図ることを
目的として、令和６年12月から７年２月までの３カ月間、東部地区
においてAI乗合交通「のるイコごうつ」の実証実験が行われた。
利用状況や、アンケートからも、利用者は本格運行を望まれて
おり、地域公共交通会議でも全会一致で本格運行の承認済み。
本格運行実施のため必要事項として、目的・区域・料金などを
定めるもの。住民福祉の向上につながるため賛成。

賛成 鍛治 恵巳子
可決

議員定数について議論を行いました

　議会活性化特別委員会では、議員定数について令和６年11月より公聴会を含め10回にわたり
委員会を開催し協議を行ってきました。委員会協議において【増加】・【現状維持】・【削減】の
３つの意見が出され、 統一見解を見出すことが難しいと判断し、それぞれの立場から意見を
表明し、議長へ報告しました。
　少子高齢化・人口減少が続く中、議会の在り方については、常に考えていく必要があり、 議会
改革、議会活性化についての具体化に向けての取り組みも必要です。

江の川支流３地点の治水対策を視察

議
長
職
は
表
決
権
な
し
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特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例制定について
第６次江津市総合振興計画後期基本計画を定めることに
ついて
工事請負契約の締結について
財産の取得について
令和７年度島根県江津市一般会計補正予算（第２号）を定
めることについて
選択的夫婦別姓制度導入の国会審議を求める意見書の
提出についての陳情
政府及び国会に対し、適格請求書等保存方式（インボイス
制度）に係る「激変緩和措置」および「経過措置」の延長等
を求める意見書送付を求める陳情
江津市議会議員定数条例の一部を改正する条例制定に
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　７月１日、江の川流域治水対策特別委員会を開催し、江の川治水対策の状況について本市事業推進課、島根県
土木部河川課および島根県浜田県土整備事務所の担当者から説明を受けました。
　また、島根県が担当している３地点の工事箇所（松川町・桜江町市山・桜江町今田）の現地調査を行い、
現在の進捗状況を確認しました。
　６月27日に梅雨明けしましたが、引き続き治水対策について調査していきます。

桜江町市山 桜江町今田
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なく、地域づくりでも住民の不安に寄り添う内容となっていない。
現状と課題を挙げながら、具体的な取り組みが欠如している
計画であるため反対。
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前期５年の基本計画の振り返りを行い、実施した施策および
課題・方向性などを取りまとめ、それらに基づき必要に応じて
内容の更新や修正などが行われている。また、各基本目標を
横断する４つの方針を新規に追加し、これからの本市に必要
となってくることがまとめられている。変化の多い時代、将来の
予測が困難な時代において、本市が持続可能なまちとして維持
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の事業なのに危機感がない。地域再生計画推進事業での
波子駅周辺の取り組みを「地域振興とは関係ない」と言い
切り、行政の姿勢としてありえない。生活交通バス事業もライ
スセンター利用助成事業も、利用料金値上げありきの取り
組みであり反対。

反対 多田 伸治
補正予算は、仮称西部統合小学校建設事業に関連する事業
などが主になっている。予算の内訳は、津宮放課後児童クラブ
解体工事、それに伴う仮移転するための費用、令和６年度に
実証実験した市内東部地区のＡＩ乗合交通の本格運行事業
などを計上。児童教育向上や市民生活に必要な移動手段の
確保のための補正予算であり賛成。

賛成 下谷 忠広

可決

AI乗合交通に関する条例制定議案第44号

条例案は、市内東部でのAIデマンド交通の本格運行のための
もの。共産党市議団は前回市議選で「市内全域での乗合タク
シーの導入」を公約としており、この運行は不十分だが必要な
施策と認める。ただ、料金を実証実験の2倍に値上げし、定期
券はデジタルのみと、市民への『福祉の増進』に逆行している。
市民に喜ばれる施策なのに、台無しにする設定が盛り込まれて
いるため反対。

反対 多田 伸治
地域住民の交通手段確保・公共交通の利用促進を図ることを
目的として、令和６年12月から７年２月までの３カ月間、東部地区
においてAI乗合交通「のるイコごうつ」の実証実験が行われた。
利用状況や、アンケートからも、利用者は本格運行を望まれて
おり、地域公共交通会議でも全会一致で本格運行の承認済み。
本格運行実施のため必要事項として、目的・区域・料金などを
定めるもの。住民福祉の向上につながるため賛成。

賛成 鍛治 恵巳子
可決

議員定数について議論を行いました

　議会活性化特別委員会では、議員定数について令和６年11月より公聴会を含め10回にわたり
委員会を開催し協議を行ってきました。委員会協議において【増加】・【現状維持】・【削減】の
３つの意見が出され、 統一見解を見出すことが難しいと判断し、それぞれの立場から意見を
表明し、議長へ報告しました。
　少子高齢化・人口減少が続く中、議会の在り方については、常に考えていく必要があり、 議会
改革、議会活性化についての具体化に向けての取り組みも必要です。

江の川支流３地点の治水対策を視察
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　７月１日、江の川流域治水対策特別委員会を開催し、江の川治水対策の状況について本市事業推進課、島根県
土木部河川課および島根県浜田県土整備事務所の担当者から説明を受けました。
　また、島根県が担当している３地点の工事箇所（松川町・桜江町市山・桜江町今田）の現地調査を行い、
現在の進捗状況を確認しました。
　６月27日に梅雨明けしましたが、引き続き治水対策について調査していきます。

桜江町市山 桜江町今田
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市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問は江津市議会公式YouTubeチャンネルに
動画を掲載しています。各議員の顔写真の右下の
二次元コードからも動画の閲覧ができます。 

　また、一般質問の全ての議事録は市のホームページの
「市議会」→「会議録検索」からも見ることができます。  
(ただし掲載は次期定例会の前になります)

Q
．将
来
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
利
便
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方
な
ど
含

め
、現
地
建
て
替
え
が
最
適
か
。

A
．敷
地
形
状
、高
低
差
な
ど
課
題
が

あ
る
と
認
識
。江
津
西
地
域
の
２

カ
所
の
団
地
を
集
約
建
替
す
る
時

に
建
設
計
画
の
中
で
検
討
す
る
。

Q
．入
居
者
や
近
隣
住
民
へ
の
説
明
は
。

A
．入
居
者
に
は
、早
期
に
情
報
提
供

し
、理
解
・
協
力
い
た
だ
く
こ
と
を

最
優
先
で
行
う
。近
隣
住
民
に
も
、

説
明
会
で
情
報
提
供
し
た
い
。

【
夜
間
中
学
校
の
認
識
と
設
置
】

Q
．15
歳
以
上
の
最
終
学
歴
が
小
学
校・

中
学
校
の
形
式
卒
業
者
は
全
国

で
約
２
０
０
万
人
。十
分
に
教
育

を
受
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、夜
間

中
学
校
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
が
、

認
識
と
必
要
性
は
。

Q
市
営
敬
川
団
地
、今
後
10
年
間
の

前
・
後
期
建
替
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

A
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
未
定

平
準
化
を
図
り
、計
画
的
に
進
め
る

植田 好雄
うえ   だ　　よし  お

江津市議会
公式ＹｏｕＴｕｂｅ
チャンネル

A
．不
登
校
で
卒
業
の
中
学
生
も
、

全
日
制
・
定
時
制
・
通
信
制
の

高
校
に
進
学
し
て
お
り
、夜
間

中
学
校
の
ニ
ー
ズ
は
低
い
。

Q
．文
科
省
は
、各
都
道
府
県
に
少
な
く

と
も
１
校
の
設
置
を
表
明
。県
に

働
き
か
け
る
よ
う
市
長
会
の
検
討

課
題
に
す
る
考
え
は
。

A
．働
き
か
け
る
予
定
は
な
い
。

Q
．夜
間
中
学
校
の
必
要
性
に
つ
い
て

広
報
活
動
を
。

A
．県
内
に
公
立
の
設
置
が
な
く
難
し
い

が
、制
度
の
広
報
は
可
能
。

Q
．本
市
の
人
口
減
少
の
波
は
い
よ
い
よ

大
き
く
な
っ
て
い
る
。学
校
別
の
児

童
・
生
徒
数
は
現
在
の
令
和
７
年

と
５
年
後
の
令
和
12
年
と
で
ど
う

な
る
か
。

A
．学
校
名  

　
現
在 

↓ 

５
年
後
推
計

 

郷
田
小  

　
75
人 

↓ 

73
人

 

渡
津
小  

　
80
人 

↓ 

50
人

 

江
津
東
小  

79
人 

↓ 

42
人

 

川
波
小  

　
81
人 

↓ 

63
人

 

津
宮
小  

　
３
２
３
人
↓
２
４
６
人

 

高
角
小  

　
２
０
０
人
↓
１
５
７
人

 

桜
江
小  

　
68
人 

↓ 

39
人

 

江
津
中  

　
２
０
１
人
↓
１
８
７
人

 

江
東
中  

　
29
人 

↓ 

36
人

 

青
陵
中  

　
１
９
５
人 

↓
１
９
７
人

 

桜
江
中  

　
52
人 

↓ 

32
人

Q
．衝
撃
的
な
数
字
だ
。今
後
５
年
で
小

学
校
児
童
数
は
９
０
０
人
台
だ
っ

た
も
の
が
６
０
０
人
台
へ
減
少
す

る
。一
方
で
不
登
校
の
状
況
は
。

Q
新
た
な
学
校
再
編
基
本
計
画
の

策
定
で
教
育
環
境
の
維
持
・
向
上
は

A
教
育
環
境
の
維
持
・
向
上
は

当
然
必
要

植田 圭介
うえ   だ　　けい  すけ

A
．令
和
２
年
度
末
か
ら
６
年
度
末
の

５
年
間
の
推
移
で
、小
学
生
は
13
人

↓
19
人
↓
32
人
↓
34
人
↓
39
人
。

 

中
学
生
は
23
人
↓
31
人
↓
35
人

↓
39
人
↓
42
人
。

Q
．児
童
・
生
徒
数
は
減
っ
て
い
る
の

に
、不
登
校
は
増
え
て
い
る
。子
ど

も
た
ち
は
社
会
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
い
る
。人
口
減
少
対
策
の
目
的
は
。

A
．子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
生
活
、居

場
所
を
守
る
こ
と
。

Q
．新
設
校
が「
江
津
市
な
ら
で
は
」の

学
び
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、本

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、新
設

校
開
校
準
備
委
員
会
な
ど
へ
情
報

提
供
や
意
見
交
換
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。準
備
委
員
会
か

ら
求
め
が
あ
れ
ば
、そ
れ
ら
に
応

じ
る
用
意
は
あ
る
か
。

A
．教
育
の
魅
力
化
推
進
事
業
や
ご
う

つ
を
創
る
人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
な
ど
は
今
後
の
協
議
の
中
で

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

う
の
で
、で
き
る
だ
け
の
協
力
は

し
て
い
き
た
い
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
】

Q
．教
育
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
教
育
に

お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
は

そ
れ
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
か
。

Q
市
内
に
で
き
る
県
立
新
設
高
校
に

期
待
す
る
こ
と
は

A
地
域
の
皆
さ
ん
が
待
ち
望
む
よ
う
な

高
校
が
開
校
す
る
こ
と

森元 健二
もり もと　  けん　じ

A
．学
校
が
抱
え
る
複
雑
化
・
困
難
化

し
た
課
題
を
解
決
し
、子
ど
も
た
ち

の
生
き
る
力
を
育
む
た
め
に
は
、

地
域
住
民
や
保
護
者
な
ど
の
参
画

を
得
た
学
校
運
営
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

導
入
に
よ
り
、地
域
と
の
連
携
、

協
働
体
制
が
組
織
的
・
継
続
的
に

確
立
さ
れ
る
機
能
が
期
待
さ
れ
る
。 自主おおだ夜間中学校

ニュースレター

桜江中（手前）・桜江小（奥）

市内にある県立高等学校
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Q
．ル
ナ
ル
ナ
ア
プ
リ
の
内
容
は
。

A
．女
性
の
健
康
支
援
ア
プ
リ
。毎
月

の
体
調
管
理
か
ら
、妊
活
サ
ポ
ー

ト
・
妊
娠
育
児
サ
ポ
ー
ト
・
更
年
期

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
合
わ
せ
た
女
性
特
有
の
健
康
に

関
す
る
悩
み
へ
の
対
策
を
支
援
。

Q
．母
子
手
帳
ア
プ
リ
と
の
関
連
は
。

A
．ル
ナ
ル
ナ
と
同
じ
法
人
が
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
。『
母
子
モ
』は
ル
ナ
ル

ナ
か
ら
、ま
た
ル
ナ
ル
ナ
ベ
ビ
ー
か
ら

情
報
の
引
き
継
ぎ
が
で
き
る
仕
組

み
で
利
便
性
向
上
に
期
待
。

Q
．連
携
企
業
と
の
情
報
の
共
有
・
管

理
に
つ
い
て
。

A
．株
式
会
社
エ
ム
ティ
ー
ア
イ
か
ら
は
、

市
民
専
用
コ
ー
ド
を
利
用
し
て
プ
レ

ミ
ア
ム
コ
ー
ス
に
登
録
し
た
人
数
の

提
供
を
受
け
る
。個
人
情
報
は
一
切

提
供
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、市
が

Q
株
式
会
社
エ
ム
テ
ィ
ー
ア
イ
と
の

連
携
協
定
と
は

A
女
性
の
健
康
管
理
支
援
が

ア
プ
リ
に
よ
っ
て
充
実
す
る

鍛治 恵巳子
か　 じ　　 え　 み　 こ

個
人
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
も
な
い
。

Q
．ル
ナ
ル
ナ
無
料
コ
ー
ス
と
、プ
レ

ミ
ア
ム
コ
ー
ス
の
違
い
は
。

A
．プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ー
ス
は
月
額
税
込
み

４
０
０
円
。プ
レ
ミ
ア
ム
で
は
精
度

の
高
い
情
報
、ア
プ
リ
の
監
修
医
が

質
問
に
答
え
る
サ
ー
ビ
ス
、利
用
者

の
体
調
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
有
す
る

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
追
加
さ
れ
る
。

Q
．３
月
に
都
治
・
波
積
・
黒
松
・
松
川
・

川
平
・
浅
利
の
連
合
自
治
会
長
が

連
名
で『
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
誘

致
に
関
す
る
要
望
書
』を
市
長
へ
提

出
し
た
が
、ど
う
回
答
し
た
の
か
。

A
．即
答
で
き
る
内
容
で
は
な
い
た
め
、

回
答
し
な
か
っ
た
。

Q
．要
望
か
ら
３
カ
月
経
過
し
た
が
、

そ
の
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

A
．課
題
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、

引
き
続
き
可
能
な
対
応
を
取
り

た
い
。

Q
．過
去
に
は「
関
係
課
が
連
携
し
て

取
り
組
む
」「
情
報
収
集
に
努
め
る
」

と
答
弁
し
た
が
、そ
の
後
は
。

A
．地
域
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
関
係
課

で
共
有
す
る
が
、現
時
点
で
相
談

は
な
い
。ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
対
応
し

た
い
。

Q
中
村
市
政
で
あ
る
限
り
市
内
東
部
の

買
物
対
策
に
は
取
り
組
ま
な
い
の
か

A
す
ぐ
に
誘
致
で
き
な
い

で
き
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
るQ

．具
体
的
な
取
り
組
み
が
な
い
が
、

積
極
的
な
動
き
は
な
い
の
か
。

A
．対
応
し
て
い
る
。

Q
．市
民
が
困
っ
て
要
望
ま
で
し
て
い

る
の
に
、行
政
と
し
て
や
る
気
が

見
え
な
い
。中
村
市
政
で
あ
る
限

り
、市
内
東
部
の
買
物
対
策
へ
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
な
い
と

い
う
こ
と
か
。

A
．要
望
書
提
出
時
に
自
治
会
長
の
話

は
聴
い
た
が
、す
ぐ
に
誘
致
で
き
な

い
。様
々
な
話
が
で
き
る
よ
う
準
備

し
、で
き
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

Q
．避
難
で
の
避
難
行
動
要
支
援
者
・
高

齢
者
・
障
が
い
者
・
乳
幼
児
・
外
国

人
な
ど
、災
害
弱
者
へ
の
配
慮
は
。

A
．災
害
対
策
基
本
法
で
義
務
付
け
ら
れ

た
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作

成
し
てい
る
。本
人
の
同
意
が
あ
れ
ば
、

警
察
署
・
消
防
署
・
消
防
団
・
民
生
委

員
・
自
主
防
災
組
織
な
どへ
名
簿
情

報
を
提
供
し
て
、災
害
時
の
安
否
確

認
や
避
難
支
援
に
活
用
し
、日
常
の

見
守
り
活
動
な
ど
につ
な
げ
てい
く
。

Q
．個
別
計
画
が
あ
る
は
ず
だ
が
作
成

状
況
は
。

A
．本
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、名

簿
に
登
録
さ
れ
た
要
支
援
者
の
避

難
支
援
実
施
の
た
め
、個
別
避
難
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。現
在
、

桜
江
地
区
と
松
平
地
区
で
作
成
中
。

Q
．個
別
計
画
を
作
成
し
た
人
数
は
。

A
．２
０
２
４
年
度
末
で
１
７
４
人
。

Q
災
害
時
の
避
難
で
の

災
害
弱
者
へ
の
配
慮
は

A
名
簿
を
作
成
し
、情
報
提
供
や

安
否
確
認
・
避
難
支
援
に
活
用
す
る

森川 佳英
もり かわ　  よし  ひで

Q
．避
難
場
所
や
福
祉
避
難
所
の

エ
ア
コ
ン
整
備
は
63
％
、指
定

避
難
所
は
耐
震
化
未
実
施
が

47
％
で
、避
難
行
動
要
支
援
者
数

が
３
３
７
２
人
な
の
に
、個
別

計
画
は
１
７
４
人
と
策
定
が
進

ん
で
い
な
い
。こ
の
状
況
は
２
年

前
に
質
問
し
た
時
か
ら
進
ん
で

い
な
い
が
な
ぜ
か
。

A
．地
域
ご
と
に
様
々
な
体
制
が
あ
る
。

誰
に
協
力
を
求
め
る
か
と
い
う
と

こ
ろ
で
進
ん
で
い
な
い
。

Q
．デ
ジ
タ
ル
化
の
実
施
に
よ
る
窓
口

業
務
や
職
員
負
担
の
軽
減
な
ど
の

現
状
は
。

A
．手
続
き
や
事
務
作
業
の
効
率
化
の

実
現
に
は
ま
だ
ま
だ
見
直
す
べ
き

課
題
が
多
く
、短
期
的
に
は
成
果

に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

【
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
】

Q
．大
阪
・
関
西
万
博
で
の「
地
方
創
生

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
」に
つ
い
て
取
り

組
み
内
容
は
。

A
．５
月
28
日
か
ら
６
月
１
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
内
閣
府
主
導
の
催
し

で
、本
市
は
石
見
神
楽
の
大
蛇
を

テ
ー
マ
に
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、１
日

平
均
で
約
５
０
０
０
人
が
訪
れ
、

メ
タ
バ
ー
ス
内
で
大
蛇
を
観
賞
す
る

人
は
途
切
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
つ
な

が
っ
た
大
丸
松
阪
屋
の
協
力
を
得

て
実
現
し
た
。

Q
書
か
な
い
窓
口
導
入
で

見
え
て
き
た
課
題
は

A
導
入
準
備
期
間
が
短
く

窓
口
担
当
課
の
負
担
が
大
き
い

多田 伸治
 た　 だ　　しん　じ

Q
．シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
の
今
後

の
展
開
は
。

A
．テ
レ
ビ
放
送
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
の

ほ
か
、東
京
圏
の
企
業
や
人
材
と

市
担
当
者
の
出
会
う
機
会
が
多
い

の
が
特
徴
。今
後
も
連
携
を
深
め
、

本
市
の
知
名
度
の
向
上
、関
係

人
口
や
交
流
人
口
の
拡
大
、ふ
る

さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
獲
得
な
ど
を
目
指
し
て

い
く
。

母子手帳と、携帯アプリ『母子モ』

閉店後10カ月経過も
具体的対策なし

災害対策用プライベートルーム

森脇 悦朗
もり わき　  えつ  ろう

開催された地方創生SDGsフェス
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Q
．ル
ナ
ル
ナ
ア
プ
リ
の
内
容
は
。

A
．女
性
の
健
康
支
援
ア
プ
リ
。毎
月

の
体
調
管
理
か
ら
、妊
活
サ
ポ
ー

ト
・
妊
娠
育
児
サ
ポ
ー
ト
・
更
年
期

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
合
わ
せ
た
女
性
特
有
の
健
康
に

関
す
る
悩
み
へ
の
対
策
を
支
援
。

Q
．母
子
手
帳
ア
プ
リ
と
の
関
連
は
。

A
．ル
ナ
ル
ナ
と
同
じ
法
人
が
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
。『
母
子
モ
』は
ル
ナ
ル

ナ
か
ら
、ま
た
ル
ナ
ル
ナ
ベ
ビ
ー
か
ら

情
報
の
引
き
継
ぎ
が
で
き
る
仕
組

み
で
利
便
性
向
上
に
期
待
。

Q
．連
携
企
業
と
の
情
報
の
共
有
・
管

理
に
つ
い
て
。

A
．株
式
会
社
エ
ム
ティ
ー
ア
イ
か
ら
は
、

市
民
専
用
コ
ー
ド
を
利
用
し
て
プ
レ

ミ
ア
ム
コ
ー
ス
に
登
録
し
た
人
数
の

提
供
を
受
け
る
。個
人
情
報
は
一
切

提
供
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、市
が

Q
株
式
会
社
エ
ム
テ
ィ
ー
ア
イ
と
の

連
携
協
定
と
は

A
女
性
の
健
康
管
理
支
援
が

ア
プ
リ
に
よ
っ
て
充
実
す
る

鍛治 恵巳子
か　 じ　　 え　 み　 こ

個
人
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
も
な
い
。

Q
．ル
ナ
ル
ナ
無
料
コ
ー
ス
と
、プ
レ

ミ
ア
ム
コ
ー
ス
の
違
い
は
。

A
．プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ー
ス
は
月
額
税
込
み

４
０
０
円
。プ
レ
ミ
ア
ム
で
は
精
度

の
高
い
情
報
、ア
プ
リ
の
監
修
医
が

質
問
に
答
え
る
サ
ー
ビ
ス
、利
用
者

の
体
調
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
有
す
る

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
追
加
さ
れ
る
。

Q
．３
月
に
都
治
・
波
積
・
黒
松
・
松
川
・

川
平
・
浅
利
の
連
合
自
治
会
長
が

連
名
で『
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
誘

致
に
関
す
る
要
望
書
』を
市
長
へ
提

出
し
た
が
、ど
う
回
答
し
た
の
か
。

A
．即
答
で
き
る
内
容
で
は
な
い
た
め
、

回
答
し
な
か
っ
た
。

Q
．要
望
か
ら
３
カ
月
経
過
し
た
が
、

そ
の
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

A
．課
題
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、

引
き
続
き
可
能
な
対
応
を
取
り

た
い
。

Q
．過
去
に
は「
関
係
課
が
連
携
し
て

取
り
組
む
」「
情
報
収
集
に
努
め
る
」

と
答
弁
し
た
が
、そ
の
後
は
。

A
．地
域
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
関
係
課

で
共
有
す
る
が
、現
時
点
で
相
談

は
な
い
。ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
対
応
し

た
い
。

Q
中
村
市
政
で
あ
る
限
り
市
内
東
部
の

買
物
対
策
に
は
取
り
組
ま
な
い
の
か

A
す
ぐ
に
誘
致
で
き
な
い

で
き
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
るQ

．具
体
的
な
取
り
組
み
が
な
い
が
、

積
極
的
な
動
き
は
な
い
の
か
。

A
．対
応
し
て
い
る
。

Q
．市
民
が
困
っ
て
要
望
ま
で
し
て
い

る
の
に
、行
政
と
し
て
や
る
気
が

見
え
な
い
。中
村
市
政
で
あ
る
限

り
、市
内
東
部
の
買
物
対
策
へ
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
な
い
と

い
う
こ
と
か
。

A
．要
望
書
提
出
時
に
自
治
会
長
の
話

は
聴
い
た
が
、す
ぐ
に
誘
致
で
き
な

い
。様
々
な
話
が
で
き
る
よ
う
準
備

し
、で
き
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

Q
．避
難
で
の
避
難
行
動
要
支
援
者
・
高

齢
者
・
障
が
い
者
・
乳
幼
児
・
外
国

人
な
ど
、災
害
弱
者
へ
の
配
慮
は
。

A
．災
害
対
策
基
本
法
で
義
務
付
け
ら
れ

た
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作

成
し
てい
る
。本
人
の
同
意
が
あ
れ
ば
、

警
察
署
・
消
防
署
・
消
防
団
・
民
生
委

員
・
自
主
防
災
組
織
な
どへ
名
簿
情

報
を
提
供
し
て
、災
害
時
の
安
否
確

認
や
避
難
支
援
に
活
用
し
、日
常
の

見
守
り
活
動
な
ど
につ
な
げ
てい
く
。

Q
．個
別
計
画
が
あ
る
は
ず
だ
が
作
成

状
況
は
。

A
．本
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、名

簿
に
登
録
さ
れ
た
要
支
援
者
の
避

難
支
援
実
施
の
た
め
、個
別
避
難
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。現
在
、

桜
江
地
区
と
松
平
地
区
で
作
成
中
。

Q
．個
別
計
画
を
作
成
し
た
人
数
は
。

A
．２
０
２
４
年
度
末
で
１
７
４
人
。

Q
災
害
時
の
避
難
で
の

災
害
弱
者
へ
の
配
慮
は

A
名
簿
を
作
成
し
、情
報
提
供
や

安
否
確
認
・
避
難
支
援
に
活
用
す
る

森川 佳英
もり かわ　  よし  ひで

Q
．避
難
場
所
や
福
祉
避
難
所
の

エ
ア
コ
ン
整
備
は
63
％
、指
定

避
難
所
は
耐
震
化
未
実
施
が

47
％
で
、避
難
行
動
要
支
援
者
数

が
３
３
７
２
人
な
の
に
、個
別

計
画
は
１
７
４
人
と
策
定
が
進

ん
で
い
な
い
。こ
の
状
況
は
２
年

前
に
質
問
し
た
時
か
ら
進
ん
で

い
な
い
が
な
ぜ
か
。

A
．地
域
ご
と
に
様
々
な
体
制
が
あ
る
。

誰
に
協
力
を
求
め
る
か
と
い
う
と

こ
ろ
で
進
ん
で
い
な
い
。

Q
．デ
ジ
タ
ル
化
の
実
施
に
よ
る
窓
口

業
務
や
職
員
負
担
の
軽
減
な
ど
の

現
状
は
。

A
．手
続
き
や
事
務
作
業
の
効
率
化
の

実
現
に
は
ま
だ
ま
だ
見
直
す
べ
き

課
題
が
多
く
、短
期
的
に
は
成
果

に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

【
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
】

Q
．大
阪
・
関
西
万
博
で
の「
地
方
創
生

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
」に
つ
い
て
取
り

組
み
内
容
は
。

A
．５
月
28
日
か
ら
６
月
１
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
内
閣
府
主
導
の
催
し

で
、本
市
は
石
見
神
楽
の
大
蛇
を

テ
ー
マ
に
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、１
日

平
均
で
約
５
０
０
０
人
が
訪
れ
、

メ
タ
バ
ー
ス
内
で
大
蛇
を
観
賞
す
る

人
は
途
切
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
つ
な

が
っ
た
大
丸
松
阪
屋
の
協
力
を
得

て
実
現
し
た
。

Q
書
か
な
い
窓
口
導
入
で

見
え
て
き
た
課
題
は

A
導
入
準
備
期
間
が
短
く

窓
口
担
当
課
の
負
担
が
大
き
い

多田 伸治
 た　 だ　　しん　じ

Q
．シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
の
今
後

の
展
開
は
。

A
．テ
レ
ビ
放
送
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
の

ほ
か
、東
京
圏
の
企
業
や
人
材
と

市
担
当
者
の
出
会
う
機
会
が
多
い

の
が
特
徴
。今
後
も
連
携
を
深
め
、

本
市
の
知
名
度
の
向
上
、関
係

人
口
や
交
流
人
口
の
拡
大
、ふ
る

さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
獲
得
な
ど
を
目
指
し
て

い
く
。

母子手帳と、携帯アプリ『母子モ』

閉店後10カ月経過も
具体的対策なし

災害対策用プライベートルーム

森脇 悦朗
もり わき　  えつ  ろう

開催された地方創生SDGsフェス
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地域医療はみんなの財産  市全体で守る取り組みを

「より良い江津市のために」
～市長と高校生が語るまちづくり～

山根 兼三郎
やま   ね　  けん  ざぶ  ろう

Q
．全
国
の
総
合
病
院
の
７
割
が
赤
字

経
営
と
い
う
こ
と
か
ら
、国
全
体
の

制
度
的
な
課
題
は
あ
る
が
、本
市
で

必
要
と
さ
れ
る
地
域
医
療
に
は
、自

治
体
や
済
生
会
江
津
総
合
病
院
が

主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
課

題
も
存
在
す
る
。市
民
が
安
心
し
て

救
急
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

確
保
す
る
た
め
に
、追
加
支
援
を

検
討
す
べ
き
で
は
。

A
．住
民
の
安
全
安
心
の
担
保
の
た

め
、一
定
の
救
急
医
療
提
供
体
制

の
維
持
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、

不
採
算
で
あ
っ
て
も
地
域
に
必
要

な
救
急
医
療
に
係
る
経
費
は
可
能

な
範
囲
で
財
政
的
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
。追
加
支
援
に
つ
い
て
は
、

病
院
側
か
ら
要
望
な
ど
が
あ
れ

ば
、そ
の
都
度
、協
議
・
検
討
す
る
。

Q
．現
在「（
仮
称
）江
津
の
地
域
医
療

を
守
る
市
民
の
会
」 

の
設
立
を

Q
医
療
を
支
え
る
市
民
の
輪

地
域
一
体
で
守
る
体
制
を

A
こ
れ
か
ら
も 

市
民
と
共
に
地
域
医
療
を
守
る

市
民
に
呼
び
か
け
て
い
る
。こ
の

会
は
、病
院
の
厳
し
い
現
状
を
市
民

全
体
で
共
有
し
、医
療
ス
タ
ッ
フ
を

応
援
し
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

江
津
の
医
療
を
守
っ
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
。市
と
し
て
、こ
の
よ
う

な
市
民
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

A
．「
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
医

療
を
守
る
」と
い
う
こ
と
は
、こ
れ
ま

で
も
言
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、今

後
も
変
わ
ら
ず
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
治
水
対
策
】

Q
．緊
急
対
策
特
定
区
間
内
の
12
工
区

の
進
捗
状
況
は
。

A
．完
了
は
３
工
区
、実
施
中
が
６
工
区
、

設
計
協
議
中
が
３
工
区
で
、２
工
区

は
令
和
７
年
度
中
に
対
策
完
了

予
定
。

Q
．水
害
時
の
対
応
に
変
化
は
。

A
．以
前
同
様
、空
振
り
を
恐
れ
ず
、

明
る
い
う
ち
の
避
難
開
始
、死
傷

者
が
出
な
い
よ
う
備
え
、少
し
で

も
早
く
皆
さ
ま
に
正
確
な
情
報
を

届
け
る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議
・

検
証
を
重
ね
る
。

【
林
野
火
災
】

Q
．４
月
８
日
の
谷
住
郷
で
の
林
野
火

災
で
、消
火
活
動
中
の
市
民
へ
の

情
報
提
供
が
な
か
っ
た
が
、そ
の

原
因
は
。

Q
円
滑
な
消
火
活
動
体
制
構
築
の
た
め

「
衛
星
携
帯
電
話
」の
導
入
を

A
「
衛
星
携
帯
電
話
」導
入
な
ど
の

連
絡
体
制
の
整
備
・
検
討
を
行
うA

．本
市
で
は
火
災
に
よ
る
災
害
対
策

本
部
設
置
が
な
く
、市
民
へ
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。大
規

模
な
林
野
火
災
で
は
鎮
圧
・
鎮
火

は
も
と
よ
り
消
火
活
動
の
状
況
も

迅
速
に
伝
達
す
べ
き
で
あ
り
、今
後

の
改
善
に
努
め
る
。

Q
．火
災
現
場
は
携
帯
電
話
圏
外
で

あ
り
、円
滑
な
消
火
活
動
体
制
の

構
築
の
た
め
、衛
星
携
帯
電
話
の

導
入
を
。

A
．デ
ジ
タ
ル
無
線
機
や
衛
星
携
帯
電

話
の
導
入
な
ど
の
連
絡
体
制
の
整

備
・
検
討
を
行
う
。

渡辺 信明
わた  なべ　 のぶ  あき

林野火災場所の現状

令和６年の「済生会まつり」
令和７年は10月19日（日）開催予定

　地域医療対策特別委員会は令和６年９月26日に
議長へスピード感をもって対応することなどを提言後、
令和７年６月までに委員会を９回、勉強会を２回開催
しました。議員全員で市内40カ所の市民団体への呼
びかけ、市内全20カ所あるコミュニティ交流センター
での議会報告会を通じ、住民の皆さまと地域医療を
守るために何をすべきか意見交換をしました。意見交
換では「（仮称）江津の地域医療を守る市民の会」の
設立を望む声を多くいただき、その中でも「済生会江

津総合病院のことについて、もっと知りたい」と要望が
ありました。これらに対し、済生会江津総合病院の木村
支部長、中澤院長、立石事務局長、大﨑看護部長から
は、江津のまちと共に持続可能な地域医療の体制構築
に取り組み、今後はさらに住民の皆さまとの交流・対話
を広げていきたいと回答いただきました。早速、議会と
しても住民の皆さまへ向けたメッセージを要望したとこ
ろ、快く引き受けていただき下記のとおり寄稿いただき
ました。

　４月18日に江津工業高校の生徒と中村市長で
「江津市をより良い街にするために」をテーマに、生徒か
らの提案と意見交換会が行われました。広報広聴特
別委員会の委員長・副委員長も同席しました。
　昨年11月に本市議会の議会報告会を同校で行い、
その中で出た意見を授業の中で議論し、駅周辺への
コンビニ開設や列車増便など取りまとめ、市長に提案
されました。議会としては、10代の若者が本市のまち
づくりに関わるきっかけとなり、うれしく思います。
　今後も若者が市政に関わっていけるような取り組み
を進めていきます。

　令和７年４月１日に島根県済生会支部長として赴任しました木村 清志です。
　江津総合病院では副院長代行・診療部長を拝命し、総合診療医として外来・
人間ドック・療養型病棟で日々、患者さんたちと接しています。
　また、私と同時期に２人の若手総合診療医が着任しました。総合診療医は救急
疾患も含めて患者さんの大部分の症状や状態に対応し、家族および地域という
枠組みの中で診療・相談にあたる医師です。
　さて、島根県済生会は医療においては急性期医療だけでなく、回復期や慢性期
医療の病床を備えており、また介護施設として介護医療院、介護老人保健施設、
特別養護老人ホームも有しています。
　島根県済生会としては、江津市民の皆さまの実際の声を聞かせていただき
ながら、皆さまにとってより良い医療・介護・福祉が提供できるよう、精一杯努めて
まいる所存です。
　今後、こちらからも出かけて、様々な情報提供をさせていただき、ご要望なども
聞かせていただこうと考えております。
　ぜひよろしくお願いいたします。

木村 清志支部長
き しむら きよ
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ながら、皆さまにとってより良い医療・介護・福祉が提供できるよう、精一杯努めて
まいる所存です。
　今後、こちらからも出かけて、様々な情報提供をさせていただき、ご要望なども
聞かせていただこうと考えております。
　ぜひよろしくお願いいたします。

木村 清志支部長
き しむら きよ
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地
域
医
療
を
守
る
！

市
民
の

チ
カ
ラ
で

未
来
を
創
る

第
一
歩

【
市
民
と
議
会
の
語
る
会（
第
19
回
議
会
報
告
会
）】

　
令
和
７
年
５
月
、市
内
全
域
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
議
会
報
告
会
を
開
催
。

　
今
回
は
主
な
テ
ー
マ
を「
地
域
医
療
」と
し
て
、議
会
か
ら

地
域
医
療
の
現
状
を
説
明
し「（
仮
称
）江
津
の
地
域
医
療
を
守
る

市
民
の
会
」設
立
の
提
案
な
ど
、今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
地
域

医
療
を
守
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
約
２
０
０
人
の
方
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー主
に「
行
政
」へ
の
意
見

　
医
療
従
事
者
の
確
保
に
は
、

資
金
援
助
だ
け
で
な
く
、働
き

や
す
い
環
境
整
備（
住
環
境
・

教
育
環
境
の
改
善
、オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
環
境
の
整
備
、研
修
支
援
）

や
地
元
医
師
育
成
、広
報
と
定
着

支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

ー主
に「
議
会
」へ
の
意
見

　
地
域
医
療
を
守
る
市
民
の
会

な
ど
、地
域
医
療
へ
の
市
民
参
加

を
促
す
仕
組
み
づ
く
り
は
重
要

だ
と
す
る
一
方
、市
民
へ
の
過
度

な
負
担
や
効
果
の
不
明
瞭
さ
を

懸
念
す
る
声
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、情
報
が
多
す
ぎ
る
と

分
か
り
に
く
い
の
で
、医
師
不
足

な
ど
特
定
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
た

具
体
的
な
解
決
策
の
議
論
を

求
め
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

地域医療に関する意見内容（概要）

過去の経緯把握、危機感の共有、医師との
連携、済生会江津総合病院に求める機能の
明確化が必要。

地域医療を考える際は、本市内だけでなく
浜田医療圏域全体での役割分担（急性期・
慢性期）を明確にし、地域ごとの医師不足対策
にも取り組む必要がある。

高齢者を中心とした医療機関への交通手段
確保も喫緊の課題であり、スクールバス活用や
買い物支援との連携など、多様な解決策が求め
られている。本市だけでなく、浜田・大田・邑智
を含む広域での医療連携強化や、75歳以上
脳ドック助成復活、集団検診の充実、疾病学習会
の実施など、予防医療・健康増進への注力。

医療に関する制度や地域偏在の原因分析など、
情報公開の促進と、医療DX推進を含む包括的
な課題解決を期待。

済生会江津総合病院への財政支援は、単なる
赤字補填ではなく、地域医療サービスを安定
させるための前向きな支援もすべき。

産婦人科・小児科・外科など主要な診療科の
不足に強い懸念があり、地域全体での役割
分担を明確にした上で、地域ニーズを踏まえた
特定の診療科強化や総合診療医の確保を求める。

病院の診療科や医師の情報、採用情報などを
積極的に情報発信することの重要性や、保険
証確認の手間、待ち時間、スムーズな会計など
受診プロセスの改善。

赤字経営やベッド稼働率の低下といった病院
経営の持続可能性も大きな課題であり、地域
や行政との連携を深め、解決策を探っていく
ことに期待。

地域医療を守る取り組みを推進するためには、
住民が主体的に関わる「地域医療を守る会」
の組織設立が重要であり、失敗を恐れずに
継続的な活動を求める。

住民一人ひとりが、健康寿命の延伸に向けた
活動や特定健診の受診など、予防医療への
意識向上と自助努力も必要。

本市の医療の現状について正確な情報共有
と、地域医療の課題に対する現状認識を深める
ための勉強会などを期待。

医師・看護師の確保と定着は喫緊の課題であり、
給与・福利厚生だけでなく、職場環境の改善・
キャリア形成支援・生活環境の充実が重要。

ー主
に「
医
療
関
係
者
」への
意
見

　
病
院
間
の
連
携
、特
に
救
急
搬
送
時
の

情
報
共
有
や
二
重
搬
送
へ
の
不
安
が
強

く
、済
生
会
江
津
総
合
病
院
と
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
・
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院

な
ど
、救
急
隊
を
含
め
た
連
携
体
制
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、い
ざ
と
い
う

時
、患
者
に
対
し
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

手
順
で
対
応
さ
れ
る
の
か
情
報
が
欲
し
い

と
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ー主
に「
地
域
住
民
」へ
の
意
見

　
地
域
に
医
療
従
事
者
を
呼
び
込
み

定
着
さ
せ
る
に
は
、対
話
や
交
流
の
場
を

設
け
、信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
不
可
欠

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。「
信
頼
」が

適
切
な
地
域
医
療
の
理
解
や
、医
療
従
事

者
が
集
ま
り
や
す
い
環
境
を
作
る
土
台

で
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　地域医療について、江津市議会は行政・医療関係
者・住民の皆さまに対し、みんなで守っていくための
体制構築に向け、様々な呼びかけをしています。

取り組み内容はココから確認！▶
https://www.city.gotsu.lg.jp/site/gikai/35979.html

　議会報告会では、市政全般についても意見交換を行っています。地域医療以外にもいただいたご意見は
市議会の各委員会を通じて、今後、市政への反映に取り組みます。

地域医療以外のご意見

!

!

?
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編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望
の

方
は
、
議
会
開
催
日
に
本

庁
舎
２
階
の
議
会
事
務
局

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■編集・発行責任者

議　　長　

■市議会だより編集特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

坂 田　優 美
渡 辺　信 明
植 田　圭 介
坂 手　洋 介
鍛治  恵巳子
多 田　伸 治
山根  兼三郎

石 橋　孝 義

市議会だより（令和7年8月1日）　　［ 編 集 ］市議会だより編集特別委員会 　 ［ 発 行 ］江津市議会事務局 ☎（0855）52‐7498
［ ホームページアドレス ］ https://www.city.gotsu.lg.jp/site/gikai/ （江津市HP内）

「
市
民
と
議
会
の
語
る
会
」で
は
、
救
急
・

周
産
期
医
療
に
関
す
る
切
実
な
ご
意
見
を

数
多
く
う
か
が
い
ま
し
た
。地
域
医
療
対

策
特
別
委
員
会
で
は
、い
た
だ
い
た
声
を

政
策
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
や
医
療
従

事
者
と
の
意
見
交
換
を
重
ね
「（
仮
称
）

江
津
の
地
域
医
療
を
守
る
市
民
の
会
」の
設

立
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

地
域
医
療
は
、
ま
ち
の
命
綱
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
意
識
す
れ
ば
、
未
来
は

必
ず
ひ
ら
け
ま
す
。 

ぜ
ひ
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。   

                                  （
山
根  

兼
三
郎
）

市
議
会

だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

ごうつ

2025.8
No.164

請
願
・
陳
情
締
切
／
８
月
21
日
正
午
ま
で

次
回
９
月
定
例
会 

表　彰

全国市議会議長会
●議員普通表彰
　（正副議長４年以上） 藤   間   義   明
　（議員10年以上） 鍛   治   恵巳子

中国市議会議長会
●議員普通表彰
　（正副議長３年以上） 藤   間   義   明

済生会 木村 清志支部長と

江津清和養護学校ではボッチャ競技に全校で取り組んでいます！
（６月校内ボッチャ大会の様子）

※開始時間は予定です。

全員協議会
9:30～

議員連絡会
9:30～

本会議
14:00～

本会議
10:00～

情報交換会
9:30～

8/17 18 19 20 21 22 23
日 月 火 水 木 金 土

委員会
（議会運営）

9:30～

委員会
（議会運営）
15:00～
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